
BMOデッキトップ
BMDT-M BMDT-LBMDT-S取扱説明書

このたびは本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
本紙では、「BMOデッキトップ（以下、本製品）」の組立方法と設置方法について説明しています。
本紙をよくお読みになり本製品をボートへ設置し、安全にご使用ください。

部品リスト

組立・取付前に･･･
ご用意ください。

U型フレーム（2） サイドフレーム（2） クロスバー（2） シート（1）

M6ナット（22）

M6ロックナット（4）
M6×16
キャップスクリュー（20）

M6×30
キャップスクリュー（4）

M4ドリルビス（4）

クランプ式ジョイント【上蓋】（4）

クランプ式ジョイント【下蓋】（4）

クランプ式ジョイント【回転部】（4）
M6×35
キャップスクリュー（2）

ロープ（1）

デッキマウント【ルーフ用】（2） デッキマウント【フロア用】（2） エンドキャップ×4

スタンドパイプ（2）

（）内が各部品の数量です。

組立・取付を開始する前に、必ず部品が全て揃っているかご確認ください。
万が一欠品部品がございましたら、販売店または、弊社（取説末尾に記載）までご連絡ください。

必要工具 下記の工具はお客様の方でご準備ください。

電動ドリル　
ドリルビット（ドリル刃）
マジック

●
●
●

金ノコ
六角レンチ（対辺5mm)

●
●

ネジ穴サイズ
Φ6.5mm（M6用）

お客様で下記サイズに合うビス・ボルトナットをご用意ください。※

※

デッキマウント（ルーフ・フロア共通）

本製品にはボート取付用のネジは付属しておりません。

タッピングビスでは強度的に弱い可能性がありますのでボルト
・ナット・ワッシャーで固定する事をおすすめします。

M6×16キャップスクリュー・M6ナッ
トの一部は、最初からクランプ式ジョ
イントパーツにセットされた状態で
梱包されています。

トップ用フレーム

ギアが凸状ギアが凹状

クランプ式ジョイント

数量の確認でご注意ください

※標記のM6ナット、M6×16キャップスクリューの数量はクランプ式ジョイントに予めセットされた数量（各16個）を含めた数となっております。



組立方法

STEP.1 トップフレームを組立てる。
● 図1のようにサイドフレームにクロスバーを差込んでください。
（艇に取付けるスタンドパイプ（足部分）に合わせて、後のステップでクロスバーの位置を調節します。）

● 図2のように、サイドフレーム両側にU型フレームを差込んでください。

U型フレーム

U型フレーム

クロスバー

クロスバー

サイドフレーム

サイドフレーム

図1

図2

※入りにくいときは1本づつ差込んでください。
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組立方法

STEP.2 クランプ式ジョイント（ハードトップ取付用）とデッキマウント【ルーフ用】を組立て、U型フレーム
（トップフレーム）に取付けます。

●

●

●

●

図3のように、U型フレームに対してクランプ式ジョイント【回転
部】の縦面がほぼ90度  になるよう、角度を調節してください。
※取付けるハードトップがほぼ平らな形状の場合を想定して
90度としています。傾斜（湾曲）がある場合は、ハードトップの
斜度に合わせて角度を調節してください。
図4のように、クランプ式ジョイント【下蓋】とクランプ式ジョイ
ント【回転部】の中心のネジ穴にM6×16キャップスクリューを
差込み、M6ロックナットでしっかりと締め付けてください。

ハードトップの形状に合わせて、クランプ式ジョイント【回転部】とデッキマウント【ルーフ用】のギア角度を
調節してください。※雨の打ち込みを軽減する為に、トップフレームとハードトップの隙間が狭くなるよう角
度を調節してください。

図5のように、クランプ式ジョイント【回転部】と
デッキマント【ルーフ用】のネジ穴にM6×30キ
ャップスクリューを差込みM6ナットでしっかり
締め付けて固定してください。
（4ページへつづく。）

クランプ式ジョイント（ハードトップ用）
＆

デッキマウント【ルーフ用】の組立完成図
クランプ式
ジョイント

ハードトップ

クランプ式ジョイント【回転部】

クランプ式ジョイント【下蓋】
M6ロックナット

M6×16
キャップスクリュー

U型フレ
ーム

U型フレーム

デッキマント【ルーフ用】

図3 図4

※

締め付ける

角度を調節

図5

M6ナット

M6×30
キャップスクリュー

U型フレームに対して回転部
の縦面（ギア面）が90度にな
るように天面側のギア角度を
調節してください。

角度を調節

隙間が狭く
なるように

ハードトップ

トップフレーム
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組立方法

STEP.2

スタンドパイプの先端（トップ側）にエンドキャップを取付けます。STEP.3

(3ページのつづき）

クランプ式ジョイント【上蓋】M6ナット

M6×16キャップスクリュー

U型フレーム
（トップフレーム）

クランプ式ジョイント
＆デッキマント【ルーフ用】

●
●
●

デッキマント【ルーフ用】の取付位置を決めて取付幅を測ってください。
取付幅に合わせてU型フレーム（トップフレーム）に取付けるクランプ式ジョイントの位置を決めてください。
クランプ式ジョイント【上蓋】とクランプ式ジョイント【下蓋】の溝にU型フレームを合わせて挟み、ネジ穴（4
カ所）をM6×16キャップスクリューとM6ナットで固定してください。

スタンドパイプを平置きして、パイプ先端（トップフレーム側）にエンドキャップを差込んでください。
エンドキャップのネジ穴にM4ドリルネジを差込み、締めて固定してください。

デッキトップ【ルーフ用】の取付位置に合
わせて幅を調節してください。

●
●

※パイプの曲がっている
方向に注意してください。

付属しているM4ドリルビスには下穴加工は
必要ありません。

※M6×16キャップスクリューとM6ナットは予めクランプクランプ式ジョイントにセットされたものをご使用ください。



クロスバ
ー
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組立方法

STEP.4 クランプ式ジョイント（スタンドパイプ用）を組立、クロスバー（トップフレーム）に取付
けます。

●

M6ロックナット

M6×16
キャップスクリュー

図7図6

仮止めする

図6のように、クランプ式ジョイント【下蓋】とクランプ式ジョイント【回転部】の中心のネジ穴にM6×16キャ
ップスクリューを差込み、M6ロックナットで仮止めしてください。（後行程でスタンドパイプ（足部分）の取
付位置（取付幅）に合わせて角度を変更します。）

● 図7のように、クランプ式ジョイント【上蓋】とクランプ式ジョ
イント【下蓋】の溝にクロスバーを合わせて挟み、ネジ穴（4カ
所）をM6×16キャップスクリューとM6ナットで固定してくだ
さい。

クロスバー
（トップフレーム）

※M6×16キャップスクリューとM6ナットは予めクランプクランプ式ジョイントにセ
ットされたものをご使用ください。



角度を調節
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組立方法

STEP.5 デッキマウント（フロア用）にエンドキャップを取付けます。

STEP.6 デッキマウント（フロア用）の取付位置を決め、取付幅に合わせ、クロスバーの位置とク
ランプ式ジョイントの角度を調節します。

スタンドパイプ（足部分）の取付幅（位置）は、クラ
ンプ式ジョイント【下蓋】と【回転部】のギアの角度
を変更して調節してください。　　　　　

図7

スタンドパイプ

クランプ式ジョイント

デッキマント（フロア用）

クロスバーの

エンドキャップ

M6×30キャップスクリュー
M6ナット

デッキマント（フロア用）

● デッキマウント（フロア用）とエンドキャップのギアを合わせ、ネジ穴にM6×30キャップスクリューを差込み
M6ナットで固定してください。

●

●

スタンドパイプにSTEP.5で組立てたエンドキャップ付デッキマウント（フロア用）を差込み、デッキマント（
フロア用）の取付位置を決めてください。
デッキマウント（フロア用）の取付位置（取付幅）に合わせて、図7を参考にクロスバーの位置とクランプ式
ジョイントの角度を調節してください。

幅を調節する

スタンドパイプの下方部を金ノコやパイプ
カッターなどで切断してください。

高さ調節が必要な場合。
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組立方法

STEP.7 スタンドパイプとクランプ式ジョイントを接合し
スタンドスタンドパイプ下方部のエンドキャップをM4ドリルビスで固定します。

STEP.8 デッキマウント（ルーフ用）、デッキマウント（フロア用）を艇に固定します。

●

●

M4ドリルビス

M6×35
キャップスクリュー

M6ナット

クランプ式ジョイントとスタンドパイプ上部のエンドキャップのギアを合わせ、M6×35キャップスクリュー
をネジ穴に差込み、M6ナットで固定してください。
エンドキャップのネジ穴にM4ドリルビスを差込み、しっかりと締めて固定してください。

●
●
デッキマウント（ルーフ用、フロア用）にはΦ6.5mの穴が空いています。
ネジ穴の位置をマジック等でマーキングして艇に下穴をあけてから、お客様にてご用意いただいたボ
ルト・ナットなどで固定してください。

 
 

付属しているM4ドリルビスには
下穴加工は必要ありません。

 
 

お客様でΦ6.5mmネジ穴用のネジ（M６など）をご用意ください。※
※

デッキマウント取付用のネジは付属しておりません。

タッピングビスでは強度的に弱い可能性がありますのでボルト・ナット・ワッシャーで固定する事をおすすめします。



組立方法

STEP.9 付属のロープをシートの穴に通し、トップフレームに巻きつけます。

ロープの両端をしっかりと
結んでシートを固定してく
ださい。

※雨がシートの中央に溜まらないように、強く張ってください。

● クロスバーとサイドフレームの接合部（青○）、U型フレームとサイドフレームの接合部（赤○）を固定する
場合のネジ等は付属しておりません。お客様でご用意ください。

 

株式会社ビーエムオージャパン

TEL 052-848-7911　
〒468-0004　愛知県名古屋市天白区梅が丘1-1120　TEL 052-804-5050㈹
マリン事業部 marine@bmojapan.comFAX 052-804-5858

総販売元 http://www.bmojapan.comURL：

トップフレームの接合部を固定する場合（推奨）

ネジで固定。

ネジで固定。

ホロの張りが弱いと、トッ
プ中央への水たまりの原因
となります。
しっかりとホロを張るため
には、右図の方法で紐を通
し、縛ってください。

紐の通し方（推奨）


